
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
評論文を書くという目的に応じて，教材文「『鳥獣戯画』を読む」から筆者が絵の何を取り上げ(事実)，どのような

言葉で解説(感想・意見)しているかを読み取ることができる。そして，読み取りで獲得した筆者の書きぶりを参考に

して，感じたこと(感想・意見)を伝えるために必要な根拠が，絵のどこに当たるのか(事実)が分かるようにおすすめ

の絵の評論文を書くことができる。 

 

◆単元の展開（全 11時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
■（事前の取組）学級文庫等に美術
に関する図書を置き，自由に手に
取ることができるようにしてお
く。 

■（事前の取組）美術館の学芸員さ
んと連携し，美術館の名画複製品
の貸出や評論文の展示の許可を得
ておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■魅力のある評論文の書き方を学び
たいという意欲をもたせるため
に，学ぶ前段階で評論文を書く活
動を設定する。 

 
 
 
 
■評論文のモデルのイメージがもて
るように教師が書いた評論文を提
示する。 

 
 
 
 
 
 
 
■評論文とは，どのような文章なの
かを全体で確認し，共通認識をも
たせる。 

 
 
 

国語 第６学年 育成を目指す資質・能力【表現力】【協調性・柔軟性】 

   

 

 

おもしろい絵を見てくだ祭 

～絵の魅力について評論しよう～   教材文「『鳥獣戯画』を読む」 
単
元
名 

【単元の概要】 

美術館からの展示している絵の評論文を書いてほしいという依頼をき

っかけに，絵を見にきた人に興味をもってもらえる評論文を書きたいと

いう意欲をもたせます。教材文の優れた叙述から，評論文の書きぶりを

学ぶ中で，筆者の主張を伝えるための表現や構成の工夫などに気付かせ，

読む力と書く力を複合的に育成していきます。 

 

学習指導要領における領域・内容  

Ｂ 書くこと ウ 

Ｃ 読むこと ウ 

他教科等との関連 

図画工作，社会 

福山市立水呑小学校 パイロット校       
〒720-0832 福山市水呑町 1919 
電話 084-956-0041 

 

美術館の学芸員さんから名
画の評論文を書いて欲しい
という依頼を受ける。 

課題の発見(朝の会) 

課題の設定(２) 

 

○美術館に展示してもらえるのは，うれしい
な。 

○みなさんに興味をもってもらえる文章を書
きたいな。 

○お気に入りの絵が見つかったよ。どうやって
書いたら絵の魅力が伝わるのかな。 

美術館に評論文を展示したいという意欲をも
つ。 

自分がおすすめしたい名画
の評論文を書く。 

○評論文ってどのように書けばよいのかな。 
○何から書けばよいかが分からないよ。 
○いざ，書くとなると難しいな。 
 

書くことの難しさを感じ，評論文の書き方につ
いて学びたいという思いをもつ。 

【図画工作】 

名画の鑑賞の学習で学んだことを

想起させる。 

教師が書いた評論文と自分
の文章を比較する。 ○呼びかけなどの工夫があるから読んでいて

わくわくするな。 
○絵のどの部分を見ているかがよく分かるよ
うに書いた方がよいな。 

○絵をおすすめしたいという強い気持ちが伝
わってくるよ。 

○絵から分かることだけでなく描いた人のこ
とも想像しているな。 

よい評論文へのイメージがもて，自分の評論文
を書き直してよりよくしたいという気持ちが湧
いてくる。 

美術館に名画評論文を展示する『おもしろい絵を見てくだ祭』を開催しよう 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■教師が評論文を書く際に教材文を
参考にしたことを示し，教材文を
読む必然性がもてるようにする。 

 
 
 
 
 
 
■「筆者の主張」，「絵の着眼点」，「感
想・評価」，「表現の工夫」など，
学ぶ観点を整理し，児童と共に学
習計画を立てる。 

 
 
 
 
 
 
■筆者が絵巻物の魅力をどのように
捉えているか，叙述をもとに読み
取り，交流し合うことで意味を深
める。 

 
 
■筆者は自分の主張（鳥獣戯画のす
ばらしさ）を伝えるために，様々
な工夫をしていることに気付かせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■「絵」「着眼点」「感想・評価の言
葉」といった観点を示すことで，
筆者が何に着目し想像を広げてい
るかが捉えられるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■筆者の表現の工夫を付箋に書き出
し，共通点や相違点でまとめてい
く。その際，手法とその効果を整
理できるように観点を示してお
く。 

 
 
 
 
 
■社会科での学びを掲示しておくこ
とで，昔の文化が今に伝わってい
ることの価値を感じられるように
する。 

■筆者の主張と表現や構成の工夫を
結びつけて考えられるように，板
書に主張を残す。 

筆者の絵の着眼点と感想や
評価を結び付けて読む。 

情報の収集(５) 

 
「『鳥獣戯画』を読む」で述
べられている筆者の主張を
読む。 

○筆者の主張は，９段落目に書いてあると思
う。 

○「国宝であるだけなく，人類の宝」って書
いてあるよ。 

○どうして，人類の宝なのだろう。 
○大昔に漫画やアニメにつながるモダンな絵
巻物が描かれたすばらしさを伝えたいのだ
と思うよ。 

○描いた人が何物にもとらわれない，自由な
心をもっていたことのすばらしさを伝えた
いのかな。 

○八百五十年，祖先たちが大切に保存してい
たから人類の宝なのだと思うよ。 

筆者の主張の意味を話し合うことで，筆者のも
のの見方や考え方を理解しようとしている。 
 

○墨一色の線がびのびとしている様子を想像
しているよ。線から想像を広げているね。 

○大きさがちがうはずの兎と蛙に着目して，
漫画みたいだと感想を言っているね。どん
な想像をしたかが読み手に分かるように伝
えているよ。 

○線や表情，筆さばきなどから想像を広げて
いることが分かったよ。 

○筆者の主張につながる具体がたくさん書か
れているね。 

絵のどこに着目して想像すればよいかを理解
し，自分のおすすめする名画を見る視点に取り
入れようとしている。 

教師が高畑さんの文章を参
考にしたことを知り，教材
文・絵巻物と出会う。  
学習計画を立てる。 

○高畑さんは，ジブリ映画の監督だから，絵
から物語を想像するのが上手だな。 

○高畑さんの文章の書きぶりを参考にしたら
プロのような文章が書けるようになるよ。 

○高畑さんが絵のどこを見ているか，どんな
言葉で評価しているかを学びたいな。 

○高畑さんは，この絵巻物の何に魅力を感じ
たのか友達と話し合いたいな。 

○高畑さんは，この評論文を書くことで何を
伝えたいのかな。 

○図画工作科で学習した昔の日本の美術作品
とも似ているところがあるのかな。 

自分の評論文を魅力あるものにするために，高
畑さんの文章から学びたいという気持ちが高ま
る。 

筆者の主張の説得力を高め
る工夫を読む。 

○「はっけよい，のこった」と会話文から始
まっているね。実況中継みたいで相撲をし
ている様子が想像できるよ。 

○絵巻物をページに分けているよ。パラパラ
漫画みたいに動きを感じる工夫だね。 

○筆者は，アニメーション監督だからアニメ
や漫画と結び付けて伝えたかったのだと思
うよ。 

○絵から分かることだけでなく，絵巻が描か
れた時代背景のことも伝えているよ。大昔
だからこそ漫画のような描き方の価値が今
よりも高いと思うよ。まさに人類の宝だね。 

○社会で室町の文化を学んだ時，戯画化され
たものについても学習したね。 

筆者の主張の説得力を高めるための表現や構
成の工夫を見付け，筆者のものの見方や考え方
から自分のものの見方を広げている。 

【社会】 
今に伝わる室町の文化と人々のく
らしについて学習したことを想起
する。 

【図画工作】 

「味わってみよう日本の美術」で

絵巻物を鑑賞した学習を想起させ

る。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 

 

 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■名画から感じた魅力を付箋に書き
出す。「筆者の主張」「着眼点」「感
想・評価の言葉」を参考に自分が
おすすめする絵の魅力を考えられ
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
■自分の一番伝えたい主張を明確に
し，その主張と結びつく付箋を根
拠とする。付箋を並び直すことで，
構成メモを作成する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■自分の付箋(構成メモ)，教材文，
教師の評論文等を参考にしておす
すめの名画評論文を仕上げてい
く。必要に応じて，友達同士相談
し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「おもしろい絵を見てくだ祭」コ
ーナーを作ってもらい，絵と評論
文をセットで展示してもらう。 

 
 
■自分の学びをメタ認知させるため
に，育成する力に対する振り返り
を行うと共に，自己の学びや今後
への意欲を言語化させる。 

 

 評論文を書くことに困難さを感じていた児童が，美術館に評論文を展示するという目的に向けて，教材文

から「筆者の主張」，「絵の着眼点」，「感想・評価」，「表現の工夫」等の視点をもって評論文の書き方を学ぶ

ことでおすすめの名画に対するものの見方や考え方が広がり，評論文の書きぶりが変容した。パフォーマン

ス評価で行った絵の評論文では，初めて見た絵の事実から評価・感想を考え，評論文を完成させた。これは，

国語科における読む力・書く力が身に付いているとともに本校で育成すべき資質・能力の【表現力】が高ま

っている姿だと捉えている。 

また，美術館に評論文を展示するという目的に向けて，友達と相談し合い，友達の見方や考え方を理解し

たり，自分の見方や考え方を広げたりしている。これは，本校で育成すべき資質・能力の【協調性・柔軟性】

を育成している過程の姿だと捉えている。また，友達と学び合うことで課題の解決につながったという経験

から，今後の学習でも他者と共に学び合いたいという思いや身に付けた表現力を図画工作科や音楽の鑑賞で

活用したいという学びに対する意欲の高まりが見られた。 

おすすめの名画から伝わる
魅力を付箋に書き出す。 

○この絵からは，・・・という雰囲気が伝わる
な。 

○描いた人は，きっと・・・な人なのかな。 
○この人の表情は，・・・と思っている表情に
見えるよ。 

○色がきれいで，元気な気持ちになるよ。 
○この線からは，勢いが感じられるよ。 

筆者の主張や評価からイメージを広げ，おすす
めの絵から伝わる魅力を考えている。 

整理・分析(１) 

 

おすすめの名画の魅力を付
箋に書き足し，自分の評論文
に活用するものを整理する。 

○高畑さんの書き出しみたいに想像が広がる
言葉から始めたいな。私の絵だと・・・で始
めてみようかな。 

○やっぱりこの絵の魅力は，・・・だと思うよ。
この魅力を伝えるためには，この付箋とこの
付箋のことを詳しく書いた方がよいね。 

○学芸員さんは絵画をどんなふうに見ている
のかな。絵画の見方を聞いてみたいな。 

 
自分の考えを整理し，自分ならではの見方を生
かした評論文を書き上げたいという気持ちが高
まる。 

まとめ・創造・表現(２) 

 
おすすめの名画の評論文を
書き上げる。 

○付箋に整理できているから書けるよ。 
○書きながら，絵を見ている人への呼びかけも
入れてみよう。 

○私の主張が伝わる文章になっているか友達に
読んでもらおう。 

 
付箋に整理してきたことを基に，考えを再構築
しながら評論文を書き上げている。 

実行 

美術館に名画評論文を展示！『おもしろい絵を見てくだ祭』の開催！ 

振り返り(１) 

単元での学習を振り返り，付
いた力や自分の学びを確か
める。 

○最初の評論文と比べると，自分が伝えたい絵
のすばらしさを具体的に分かりやすく書くこ
とができたよ。 

○絵から想像を広げる力が付いたから，図工の
鑑賞や音楽の鑑賞でも生かしていきたいな。 

 
自己の学びを捉え，今後の学びに活用しようと
している。 

【児童生徒の変容】 

実際に自分の評論文への感想や反応をもらう
ことで，伝える喜びや達成感を味わう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
・ 提案内容が明確に伝わるよう，事実と感想，意見とを区別したり，必要な文言や数値などを引用，図解したもの

を提示したりするなど構成を工夫し，場に応じた適切な話し方で話すことができる。  

・ まちづくりに係るプレゼンテーションのスライドを作るという目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨

を把握し，自分の考えを明確にしながら読むことができる。                 

◆単元の展開（全 13時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【総合的な学習の時間】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【総合的な 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■昨年度のまちづくりイベントの開
催時の写真や動画，新聞記事等を
見せて想起させる。 

 
 
 
 
■昨年度のまちづくりイベントを開
催した中学校１年生へのインタビ
ューや，イベント参加者のアンケ
ートから，自分達のまちづくりに
対する思いをふくらませるように
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○去年の6年生のまちづくりイベントは楽しか
ったね。ぼくたちもやってみたいな。 

○なぜ，イベントをしたんだろう。 

昨年度のまちづくりのイベントをきっかけに，
まちづくりに興味・関心をもつ。 

昨年度のまちづくりイベン
トを開催した中学校１年生
や参加者のまちづくりに対
する思いを調べる。 

○自分達も先輩の「よりよいまちにしたい」と
いう思いを引き継ぎ，地域の人の思いを受け
て阿賀のまちづくりに関わっていきたいな。 

○国語の教科書に「まちづくり」のことが書い
てある説明文があったよ。 

昨年度のまちづくりイベン
トについて語り合う。 

自分達にできるまちづくりを考える中で，地域
の人の思いや，昨年度のまちづくりイベントの
よさや課題を知り，自分達もバージョンアップ
したまちづくりイベントを開催して「まち」を
盛り上げたいという思いを抱く。 

課題の発見（単元前） 

 

国語 第６学年 
育成を目指す資質・能力 【論理的思考力・判断力・表現力】【知識・技能】 

【協働する力】 

   

 

 
【単元の概要】 
総合的な学習の時間の取組「盛りあが（阿賀）ろう！実現！原っ子の

まちづくり」をきっかけに，まちづくりについて興味・関心をもち，自
分達が住む阿賀地区の未来のまちの姿について考えをまとめ，構成を工
夫したり資料を活用したりして，説得力のあるプレゼンテーションを作
成していきます。 

学習指導要領における領域・内容  

Ａ 話すこと・聞くこと イ 

Ｃ 読むこと ウ 

他教科等との関連 

総合的な学習の時間，社会，算数 

盛りあが（阿賀）ろう！実現！原っ子のまちづくり 
～プレゼンで地域に発信！原っ子の考える未来のまち「ふるさと阿賀」～ 

単
元
名 

呉市立原小学校 パイロット校 
〒737-0001 呉市阿賀北４丁目 3-16 
電話 0823-71-7756 

 

情報の収集（２） 

 
まちづくりの考え方を学ぶ
という目的意識をもって教
材文を読む。 ○「町の幸福論」に述べられているまちづくり

の考え方は，参考になるね。 
〇筆者の伝えたいことは二つあるんじゃない
かな。 

〇まちづくりで重要なことは，「地域の住民が
主体的に取り組むこと」，「未来のまちのイメ
ージをもつこと」だよね。 

○「バックキャスティング」の考え方を使って，
私達も阿賀のまちづくりについて考えてみ
よう。 

筆者の考え方を理解するとともに，自分達の目
指すまちやまちづくりについて考えを深めて
いる。 

【総合的な学習の時間】自分達の

考える阿賀のまちの未来の姿をは

っきりさせるため，まちの現状を

調査する。 

【総合的な学習の時間】収集した

情報を整理・分析した後，阿賀の

まちの未来の姿をイメージし，自

分達にできることを考える。 

「昨年度のまちづくりイベント

をバージョンアップしたイベント

にしよう」という課題を設定する。 

 

【社会】社会科で学んだ身近な地

域や市について調査する学習活

動を想起させる。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■表現方法を絞る際，まちづくりイ
ベントの中で伝えるという条件を
示す。 

■教科書に掲載されているプレゼン
テーションの例を教師が実際に行
い，学習のゴールイメージがもて
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■プレゼンテーションの作り方を学
ぶために，教材文でプレゼンテー
ションのスライドを作るという目
的に応じて，筆者の考えを文章の
構成に沿って整理させる。 

 
 
■これまでに学習した説得力のある
意見文の構成について想起させ
る。 

■「接続詞の分類表」を提示し，接
続詞を補いながら，スライドの項
目のつながりを考えさせる。 

■協働し思考が深められるよう，思
考ツールの「短冊」を使って，項
目を並べ替えさせる。 

 
 
 
 
 
■学級で一本のプレゼンテーション
にまとめるという目的を明確にす
ることで，グループで助言し合っ
て改善するという活動に必然性を
もたせる。 

■各グループで考えた構成を「①順
序②効果③つながり」という観点
で，異グループ間で話し合わせる。 

■一人一人が話合いに参加できるよ
う，ジグソー的な学習形態を工夫
する。 

■他のグループからの助言を受け，
グループごとに構成等について再
検討させる。 

自分達の考えるまちづくり
について，イベント参加者
に伝える表現方法を考え
る。 

課題の設定（1） 

 
○自分達の考える阿賀のまちの未来の姿につ
いて，参加する方に伝えたいね。どんな方法
で伝えようか。 

○大事な言葉を効果的に伝えたいね。数値は， 
一目で分かるようにグラフで表したいな。 

〇「AGAin」の皆さんが見せてくださったプ
レゼンテーションがいいんじゃない？ 

〇でも，どうやって作ればいいのかな。何かヒ
ントになるものはないかな。 

〇国語の教科書「町の幸福論」にあるプレゼン
テーションの作り方が参考になりそうだね。 

 

情報の収集 整理・分析（４） 

 

プレゼンテーションで「自分達の考える未来の
まちの姿」と「今やろうとしていること（提案）」
について伝えるという課題を設定している。 

私たちの考えるまちづくりについてプレゼンテーションで伝えよう！ 

プレゼンテーションを作成
するという目的意識をもっ
て再度教材文を読む。 

〇筆者の文章をプレゼンテーションのスライ
ドにするとしたら…。 

〇全部で何枚のスライドにしたらよいかな。 
〇スライドにするためには，大事な言葉を使っ
て短くまとめないといけないね。 

 

プレゼンテーションの構成をスライドにまとめ
る方法について理解している。 

○自分たちの考える未来のまちの姿やまちづ
くりについて地域の人に納得してもらえる
ように，筋が通る流れにしたいね。 

〇まちの課題とその原因，解決方法の三つがつ
ながっていた方が分かりやすいね。 

〇地域の人を私達のプレゼンテーションに引
き付けるには，どんな構成にするといいか
な。 

【総合的な学習の時間】プレゼン

テーション作成に必要な情報を

収集する。 

学級で一本のプレゼンテー
ションにまとめるため，よ
り説得力のある構成につい
て話し合う。 

目的や相手を意識して，自分の考えがよく伝わ
る表現になるよう，どんな工夫ができるか考え
ている。 

総合的な時間に集めた情報を基に，プレゼンテ
ーションの構成を考える。 

○まちの人達にインタビューして分かった
「活気があるまちにしてほしい」という願
いを入れようかな。（効果） 

〇教科書にあった「バックキャスティング」
のような流れにしてはどうかな。（つなが
り） 

〇先に未来のまちの姿を述べて，最後にもう
一度述べる双括型にすると，伝えたいこと
がより強調されていいんじゃないかな。（順
序） 

〇最初は聞き手にインパクトがある方がよい
から，まちのよさよりまちの課題から入る
とよいのではないか。（効果） 

○スライドとスライドのつながりはどのよう
につけたらいいのだろう。 

〇「未来のまちの姿」，「現状」，「課題」，「原
因」，「解決方法」，「事例」，「提案」という
構成に決めよう。 

 
 
プレゼンテーションの構成について複数の観
点から分析している。 

自分たちが考える未来のま
ちの姿やまちづくりについ
て，プレゼンテーションの
構成を考える。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■原則１人１スライドを担当させ，
個々の児童に役割をもたせる。 

■助言は「①順序②効果③つながり」
の３観点に基づいて行うよう指示
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■アドバイスを基に，客観的な視点
で修正ができるようにする。 

 
 
 
 
 
■まちづくりイベントで，児童の考
えるまちづくりについて発信する
場を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「論理的思考力・判断力・表現力」
「協働する力」の視点により，振
り返りを書かせる。 

 

 年度当初，発表等で自分の考えを分かりやすく伝えている児童は，学級の約半数程度であった。本単元の

プレゼンテーションの構成を考える学習においても，「どのような内容を取り上げるか」，「どのような順序で

話すか」に対し，考えをもちにくい児童が相当数見られた。そこで，思考過程を視覚化するため思考ツール

である短冊を活用したり，事実・感想・意見を区別したりした結果，どの児童も自分なりの構成が考えられ

るようになり，最終的に学級でまとめたプレゼンテーションは，構成の効果も考え，説得力のあるものに仕

上がった。また，異なる意見を受け入れながら自分の意見を伝えることに課題が見られた児童も，「自分の考

えが一番よいと思っていたけど，友達のプレゼンの構成を聞くと心が動きました。しっかりと考えを伝え合

い，折り合いをつけながらまとめていくことは大切だと思いました。」と，振り返りに記述することができた。

このような学習を積み重ねる中で，「論理的思考力・判断力・表現力」，「協働する力」が高まったと考える。 

 

 

まちづくりイベントの冒頭
でプレゼンテーションを行
い，自分達の考えるまちづ
くりについて発信する。 

まとめ・創造・表現（４） 

 

【児童生徒の変容】 

○解決方法の部分なんだけど，意見の根拠が
分かりにくいよ。事実を基にするといいね。 

〇総合的な学習の時間で調べた数値や写真も
入れると説得力があるね。 

〇まちづくり推進協議会の〇〇さんの言葉も
引用するといいね。 

〇課題と解決方法がうまくつながるために
は，課題の原因と解決方法が合っていない
といけないね。 

○相手の反応も確かめながら，間をあけて話
そう。 

【総合的な学習の時間】「ＡＧＡ

ｉｎ」の方から，発表についての

アドバイスを受ける。 

学級で決めたプレゼンテーションをよりよい
ものにしていこうという意欲をもって練習を
行っている。 

○資料をもう一度見直してみると，数値が分か
りにくかったよ。それで，地域の方の行事へ
の参加状況を円グラフにして入れたよ。 

〇写真にキャプションを付けて，出典を明らか
にしたよ。説得力が増したね。 

 

実行（１） 

 

振り返り（１） 

 

【算数】算数科における表とグラ

フを作成する学習活動を想起さ

せる。 

○プレゼンテーションをうなずきながら一生
懸命聞いてくださっている方がいらっしゃ
って，とてもうれしかった。 

○参加者に伝わるように，間を開けたり強調し
たりして話せたよ。 

〇まちのよさや課題を理解し，ぼくたちの考え
るまちづくりに賛同してくれる人が増えれ
ばいいな。 

 

【総合的な学習の時間】まちづく

りイベントを実行する。 

アドバイスの内容を基に，資料や発表原稿をよ
りよいものに修正している。 

○自分達の考えるまちづくりについて地域の
方に納得してもらうことができたね。プレゼ
ンテーションをしてよかったね。 

〇プレゼンテーションの力は，他の場面でも何
かを説明するときに役立つな。 

相手の反応を確かめながら自分の考えを明確に
伝えられたことについて達成感をもっている。 

視覚的に分かりやすく伝えることができるプレ
ゼンテーションのよさ，表現や構成を工夫して
話すことを今後も生かしていこうとする。 

発表原稿を書き，プレゼン
テーションの資料を基に，
助言し合いながら発表練習
を行う。 

単元の学びを振り返るとと
もに，今後に生かしていき
たいことを考える。 

【総合的な学習の時間】必要な情

報を収集し，パソコンを使ってス

ライドを作成する。 

プレゼンテーションの資料
や発表原稿の修正を行う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
新聞の投書の特徴や書き方について収集した情報を基に，四つの投書を構成や理由付けの仕方，根拠の挙げ方につ

いて比較したり関係付けたりしながら読み比べることで，自分の意見に説得力をもたせるための説得の工夫はどの手

法が効果的かを考え，理由や根拠を明確にして自分の意見を書く力を育てる。 

 

◆単元の展開（全 12時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■投書については，様々な年齢層や
テーマ，また複数の新聞社のもの
を紹介する。 

 
 
■ある投書に対して書いた投書など
つながりのあるものも掲示し，投
書のもつ魅力や効力についても紹
介しておく。 

 

■実際に複数の新聞の投書を比べて
読み，書き方の工夫について気付
いたことを話し合うことを通し
て，投書を書きたいという意欲と
自分たちの知識・技能とのズレを
感じ，投書の書き方を知るという
本単元の学びの必要性に気付かせ
る。 

 
 

課題の設定①（１） 

地域の防災の取組につい
て，どのような方法で紹介
するとよいか話し合う。 

○総合的な学習の時間で取り組んだ防災キ
ャンプについて，もっとたくさんの人に
紹介したいな。 

○各地でいろいろな災害が起きている今，
地域の活動や地域の人々の防災に対する
思いをたくさんの人に伝えたいな。 

○たくさんの人に伝えるためにはどのよう
な方法が効果的かな。 

○新聞の投書はどうかな。新聞に載ればたく
さんの人が読むから，ぼくたちの伝えたい
ことが広く伝わるね。 

投書という表現方法を使って伝えたいとい
う思いになってくる。 

○書こう書こう！でも，投書ってどうやって
書くのかな。 

○自分の考えを書くということは分かるけ
ど，それだけで伝わるかな。 

○まず，書き方についての学習が必要だ。教
科書に投書の学習が載っていたよ。 

○読み手に防災活動の大切さを伝えるため
には，どんな工夫ができるかな。 

○地域の人で投書欄に載った人はいないか
な。そういえば，去年の６年生は新聞社の
出前授業をしていたよ。 

投書を書くためには，どんなことを，どのよ
うな方法をもとにして学ぶことが考えられる
か，課題解決に向けた意識が高まってくる。 

【総合的な学習の時間】地域の防
災キャンプが自校で開催されるこ
とを知り，自分たちもスタッフと
して協力したことやその中で知っ
た，地域の人々の防災に対する思
いを想起させる。 

読み手を説得するために投書の書き方を身に付けよう！ 

投書を書くというゴールに
向かう学習計画を立てる。 

国語 第６学年 育成を目指す資質・能力 【思考力・判断力・表現力】 

   

 

 

投書で発信！自分の思いを伝えたい！ 

「新聞の投書を読み比べよう」 
単
元
名 

【単元の概要】 

地域の防災行事へのスタッフ募集の依頼を受け，自分たちが地域から頼

られているという喜びや地域の取組を広く伝えたいという思いを抱きま

す。その思いを伝える方法として投書に出合わせ，その書き方を教科書や

地域の投稿経験者，新聞社の方から学び，自分の意見を説得の工夫を取り

入れて書くという単元のねらいを身に付けていきます。 

学習指導要領における領域・内容  

Ｂ書くこと ウ 

Ｃ読むこと イ  

他教科等との関連 

総合的な学習の時間 

廿日市市立四季が丘小学校 パイロット校 
〒738-0036 
廿日市市四季が丘八丁目１－１ 
電話 0829-38-5043 

 

投書で発信！自分の思いを伝えよう！ 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
■四つの投書を読み比べ，４人の書
き手が，読み手を説得するために
理由付けの仕方や根拠の挙げ方
を工夫していることに気付かせ
る。 

■教科書の投書の拡大コピーに，段
落ごとに色分けをして囲むこと
で，視覚的に四つの投書の文章構
成が同じであることに気付かせ
る。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
■説得力を増す投書にするために
書いた構成メモについて，他者と
の意見交換することを通して，自
分の意見を広げたり，説得の工夫
について多面的・多角的に見て自
分の考えを深めたりすることが
できるようにする。 

 
■新聞の投書欄は不特定多数が読
むものであり，さまざまな説得の
ための表現の工夫を駆使して文
章をつくり上げない限り読み手
を説得することはできないこと
を児童に投げかける。 

 
■説得の工夫を取り入れた投書を
書き，実際に新聞社に投稿し掲載
を目指すために，どんな学びが必
要かを考え，自由に交流すること
を通して，「投書についてもっと
知りたい，専門家の意見を聞きた
い。」という声を引き出す。 

 
 
 
 
 
■新聞社の投書担当であった地域
の方に，投稿された作品を選ぶ際
のエピソード等を語っていただ
くことを通して，現時点の投書の
内容では掲載される可能性は低
いことを伝えてもらう。 

■自分の意見をより明確にし，説得
力のある理由や根拠が必要であ
ることを確認する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

課題の設定②（１） 

整理・分析①，振り返り①（３） 

情報の収集①（２） 

教材文「新聞の投書を読み
比べよう」の四つの投書を
読み比べ，それぞれの書き
手の意見や主張とその理由
や根拠を捉える。 

投書を読み，それぞれの書
き手が読み手を説得するた
めに工夫していることを読
み取る。 

○どの投書も同じ段落構成だけど，理由や根
拠がちがっているね。 

同じテーマで書いた投書でも意見や主張が
ちがうことに気付き，投書には書き手の伝え
たいという思いが込められているという投
書の本質に迫り始める。 

○どの投書も読み手を説得する工夫があって
おもしろいな。ぼくの意見を伝えるために
は，四つの工夫のうち，どれを使えば，説
得力が増すのかな。 

説得の工夫について知り，それぞれに特徴が
あり，どの手法を使って投書を書くのかとい
う課題への意識が高まってくる。 

読み手を説得するために，
効果的な理由や根拠を考え
て投書の構成メモを書き，
グループで意見交換する。 

○私は防災キャンプの取組のよさを伝えるた
めに，自主防災組織の会長さんの言葉を引
用しようと思っていました。でも友達と意
見交流してみると，実際に自分が防災キャ
ンプで経験したことを書く方が説得力が増
すように思えてきました。 

作品や友達との対話を通して，自分の学びの
深まりを実感できるようになり，投書を書く
という思いがさらに高まってくる。 

○私の投書が新聞に載ったら，自分の意見を
たくさんの方に伝えることができるね。新
聞社の方はどんな書き方をした投書に説得
力を感じたのかを聞きたいな。 

○実際に新聞に載っている投書の説得の工夫
はどんなものがあるのかなぁ。新聞社の方
に話を聞きたいな。 

ゲストティーチャー（新聞
社の投書担当であった地域
の方）の話を聞き，現時点
の投書を見直す際の留意点
について考える。 

○いろいろな人の意見を聞くことは，大事だ
ね。 

○いろいろな経験を通じて，12歳のぼくたち
から見た防災をどう書いていくかをしっか
り考えるぞ。 

○投書に書く内容は，説得の工夫を取り入れ
て書くことはもちろん，それを踏まえて自
分の意見を書く，つまり，自分はどう考え
るかを書くことが大切なんだね。 

自分の投書を見直して，新聞に掲載される
ように書き直したいという意欲が高まって
くる。 

修正した構成メモを基に投
書を書く。 

書いた投書を推敲する。 

自分の意見をより明確にして，説得力のある理由や根拠を挙げて，投書を書き直そう。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
■自分の投書の内容と読み取った 
説得の工夫をつなげさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■各自の投書を，期間を定めて教室
内に掲示し，国語の時間だけでな
く，朝の会や休憩時間等を活用し，
気付きを書いた付箋を貼ることが
できるようにしておく。付箋に記
名させることにより，個人的に詳
しくアドバイスを聞きに行くこと
ができるようにする。 

  
 
■友達と投書を読み合い，気付いた
ことや考えたことを交流する場
面を設定する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■投書を書くという学びを通して
の自分の考え方の広がりや深ま
りなどの変容を交流し，振り返り
につなげることができるように
する。 

 
■自分の学びの広がりや深まりを
メタ認知させるため，本単元で育
成したい資質・能力の【思考力・
判断力・表現力】と主体的・対話
的な学びの２つの側面から単元
での学びを振り返ることができ
るようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 児童は，新聞の投書やコラムを読む経験が少なく，投書を書くためにはどうしたらよいか具体的にイメー

ジできなかったが，四つの投書を比べて読み，共通点や相違点を考えることを通して，読み手を説得するた

めの工夫について整理し，その工夫を活用して，全員が投書を書くことができた。また，ゲストティーチャ

ーの話を聞くことで，新たな課題が生まれ，地域の防災の取組を投書で広く伝えたいという学習のゴールに

向かい，情報収集や交流場面で主体的・対話的な学びを実現させることができた。単元を通して学んだこと

を基に，根拠を明確にしながら自分の思いをまとめたり，友達の投書に対して助言をしたりする姿から，育

成すべき資質・能力の「思考力・判断力・表現力」が高まったと捉えている。 

情報の収集②，整理・分析②（２） 

自分の主張と文章構成を考
え，説得の工夫を取り入れ
て下書きを書いた後，原稿
用紙に清書する。 

○地域の防災の取組についての自分の考え
を，根拠を明確にしてまとめよう。 

○読み手を説得するために，ぼくは，地域の
自主防災組織の会長さんの言葉を引用す
るから，総合的な学習の時間でインタビュ
ーした内容を要約して取り入れるよ。 

書いた投書を読み合い，助
言を受け，投書を仕上げる。 

○読み手を説得するために，防災キャンプ
に参加した経験だけでなく，そこに参加
した地域の方々にインタビューした内容
を入れてみたらどうかというアドバイス
を基に書き直したよ。 

○学習の初めに書いた投書と比べてみる
と，地域の防災の取組のよさや工夫につ
いて自分の思いが伝わる投書になった
よ。 

○みんなはどんな投書を書いているのか
な。早く読んでみたいな。 

友達の投書を読んだり，友達とアドバイスを
し合ったりすることを通して，説得の工夫を
取り入れ，自分の意見としての投書に書くと
いうねらいの達成を実感できるようになっ
てくる。 

【児童生徒の変容】 

本単元の学びを振り返り，
自己の学び方や資質・能力
の変容，またこの学びをこ
れからどのようにつなげて
いくかを考える。 

○この学習を通して，読み比べて学んだ説得
の工夫を使って，自分の考えを明確にしな
がら，投書を書きたい，地域の防災の取組
について自分の思いを伝えたいという気
持ちをもち続けることができました。 

○私は今まで投書を読んだことがなかった
けれど，効果的な説得の工夫を取り入れな
がら，自分の意見を投書にしてまとめるこ
とができて，とてもうれしいです。 

○どうやったら読み手を説得できるか，効果
的な表現の工夫についてグループで積極
的に自分の意見を出し合い，考えを深める
ことが心に残っています。この学びを他の
場面や他の教科の学びにつなげたいです。 

本単元の学びを通して，どのような変容が
見られたかを実感するとともに，この学び
を国語科だけでなく他教科や生活にどのよ
うに活かしていくのかを考え続けようとし
ている。 

【総合的な学習の時間】防災活動
の学習の際に，地域の方にインタ
ビューした内容を想起させる。 

投書を書く際のポイントや
留意点に関わる情報を収集
する。 

まとめ・創造・表現（２） 

振り返り②（１） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

◆単元の目標 
主体的に本や複数の資料を選んで比べて読み，織田幹雄の生き方や考え方について考え，友達との交流を通して自

分の考えを広げたり深めたりする。また，織田幹雄を多くの人に紹介するリーフレットを作成することで，読み手の

関心を喚起させ，織田幹雄の生き方や考え方を効果的に伝えるための見出しや全体の構成の効果について考える。 

◆単元の展開（全 16時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■（事前の取組）昨年度の学習の成
果物を展示している「ふるさと館」
を見学し，本単元における学習に
興味をもたせておく。 

■昨年度の成果物に対する来館者の
アンケート結果を紹介する。 

 
 
 
■昨年度の展示パネルとそれ以外の
方法であるリーフレット等の長所
と短所を考えさせ，展示パネルの
短所を補うことができる方法を選
ばせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■教材文を基に，人物を紹介するた
めに必要な観点は，人物のあゆみ，
生き方に大きく影響を与えた出来
事，効果的な表現方法であること
を説明する。 

■単元で付けたい力である「学びの
モニタリング」の視点を考えさせ，
ゴールの見通しをもたせる。 

 

国語 第５学年 育成を目指す資質・能力 【主体性】【思考力】【自己理解】 

   

 

 

海田町に息づく「世界人『織田幹雄』」を紹介しよう 
教材文 「手塚治虫」 

単
元
名 

【単元の概要】 

日本人初の金メダリスト「織田幹雄」は，海田町出身で，その功績は

今も町に息づいています。児童は，国語の学習を通して，織田幹雄につ

いて書かれた複数の資料を読み，織田幹雄の生き方や考え方について学

びます。その中で，織田幹雄の陸上競技の発展に寄与した競技者として

の生き方だけでなく，人種や国籍を問わない「世界人」としての生き方

に触れ，自分たちのものの見方や考え方を深めていきます。多くの人に

織田幹雄の生き方や考え方を紹介することを目的に，構成を考え工夫し

てリーフレットを作成し，町内の公共施設等に配布します。 

学習指導要領における領域・内容 

Ｂ書くこと イ 

Ｃ読むこと オ カ 

他教科等との関連 

道徳の時間 

海田町立海田東小学校 パイロット校 
〒736-0023 安芸郡海田町浜角1-17 
電話 082-823-2270 

 

海田町出身の「織田幹雄」に
ついて知っていることを出
し合う。 

○道徳でも学習したね。海田町出身日本人初の
金メダリストだよ。 

○学校の掲揚台の高さは，三段跳の記録だね。
その他は知っているようで知らないな･･･ 

織田幹雄について知っているようで意外に知
らないことに気付き始める。 

課題の設定（２） 

 

○多くの人が，展示パネルを見て，織田幹雄に
ついて知ることができていた！さすが，6 年
生だ。 

○ちょっと待って，あんなに詳しく紹介文を書
いているのに，全員が「よく知ることができ
た」と回答してくれていないのはなぜだろう。 

昨年度の学習では，大きな成果があった一方で
課題もあることに気付き始める。 

昨年度の展示パネルを見た
人のアンケート結果を知
る。その中で，「織田幹雄の
生き方とか考え方について
よく知ることができた」人
が全員ではないという事実
を知る。 

「先輩たちの学習を引き継
ぎ，『織田幹雄』をさらに多
くの人に紹介する」という
課題を設定する。 

先輩達の学習を引き継ぎながら，織田幹雄の生
き方や考え方を紹介したいという気持ちが高
まってくる。 

課題の解決に向けた方策に
ついて話し合い，人物を紹
介するために必要な観点や
学習計画について考え，学
習の見通しを立てる。 

複数の資料を読み，織田幹雄の生き方や考え方
について考えたいという意欲が高まってくる。 

○陸上選手として活躍するために，どんな練習
をしたのだろう。まずは，実績だけでなく，
練習の仕方についても資料から調べて伝え
たいね。 

○リーフレットの中に年表も入れたいね。年表
を入れたいけど，どうやって年表を作ったら
いいのだろう。 

○リーフレットの構成や見出しも考えたいね。 

○「ふるさと館」で展示するという方法では，
限られた人にしか知らせることができない
ね。読む時間も限られてしまうし･･･ 

〇僕たちは，先輩とは違う方法で織田幹雄を紹
介したいね。 

○何度も読み返すことができ，多くの人に配布
できるリーフレットがいいね。 

 
先輩の学習を引き継ぎ，海田町出身の織田幹雄について紹介しよう。 

【道徳の時間】事前に自作資料「強
いものは美しい－日本人初の金メ
ダリスト 織田幹雄－」【価値項目
１－（２）】の学習を行い，織田幹
雄の思いに共感させておく。 



 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■短冊に「時」と「出来事」を記
入させる。そして，短冊を並び
替えながら，グループで年表を
完成させる。 

■完成した年表を，いくつかの時
期に分けさせ，その時期をどの
ような言葉で表すことができる
か考えさせる。 

 
 
 
■年表を基に，それぞれの出来事
を関連付けながら，織田幹雄の
生き方をいくつかの時代に分け
させる。 

■織田幹雄の生き方や考え方を共
有しながら考えさせるために，
児童全員で作成した年表を教室
に掲示する。 

■選手引退後の情報が不足してい
ることに気付かせ，並行読書な
どで得た指導者としての情報な
どは，随時年表に追記していく。 

 
■出来事や人との出会い，人物が
大切にしてきたことを関連付け
ながら，人物の生き方や考え方
について考えればよいことに気
付かせる。 

 
 
 
 
 
■年表に挙げられている事実を伝
えるだけでは不十分であること
に気付かせ，目的意識を明確に
させる。 

■思考ツールの「お魚ボーン図」
に，「陸上との関わり」「人との
出会い」「困難や挫折」の視点で
出来事を記入し，それらの出来
事を関連付けながら生き方や考
え方を考えさせる。 

 
 
 
■「構成表」を使い，紹介したい
事柄を整理した後に，紹介文の
下書きを行うようにさせる。 

■読み手の関心を喚起させるため
には，見出しや書き出しの工夫
が必要であることにも気付かせ
る。 

 
 
 
 
■事前に児童の紹介文の下書きを
織田幹雄の研究家に読んでいた
だき，よりよい紹介文にするた
めの評価を受ける。研究家と連
携し，評価の内容を指導者が手
紙にしたものを児童に伝える。 

 

 

情報の収集（３） 

 共通教材として教材文「手
塚治虫」を活用し，文章を
読んで，年表を作成する方
法について考える。 

○人との出会いや戦争などの出来事も人物の
生き方に大きく影響を与えているので年表
に入れるといいね。 

○年表にするには，資料に書かれていることを
短い言葉でまとめる必要があるね。 

○この方法で，織田幹雄の年表も作ることがで
きそうだ。 

教材文で付けた読みの力を，織田幹雄について
の読みに活用して，課題解決しようとする意識
が高まっている。 

織田幹雄に関する複数の資
料を読み，必要な情報を取
捨選択し，あゆみを年表に
まとめる。 

○多くの大会に出場して記録を出しているね。
大会名と種目，記録を年表に入れよう。 

○指導者として，世界の人たちにどんな影響を
与えたのかな。 

○織田幹雄の「世界人」とは，どんな人をさす
んだろう。もっと資料を読んで，織田幹雄の
考え方を知りたいな。 

整理・分析（５） 

 

人との出会い等との出来事と関連付けながら，
織田幹雄の生き方や考え方を捉え始めている。 

共通教材である教材文「手
塚治虫」を基に，人物の生
き方や考え方をまとめる際
に，どのような点に着目し
て読めばよいか知る。 

○人との出会いとその結果とを関係付けて読
むと，人物の生き方について深く考えること
ができるね。 

○困難な出来事や挫折をどのように乗り越え
るかに着目して読むと，より人物の考え方が
分かるね。 

出来事を関連付けながら，人物の生き方や考え
方を多面的に捉えることが大切であることに
気付き始めている。 

共通教材である教材文「手
塚治虫」を通して学んだこ
とや年表，複数の織田幹雄
の資料を基にして，織田幹
雄の生き方や考え方につい
て考える。 

○「精進」の言葉は，指導する人がいない中，
少ない道具で練習を工夫し努力し続けてき
た織田幹雄の生き方を表しているね。 

○多くの人との出会いが陸上への道につなが
ったから，人との出会いを大切にしていた人
だろうね。 

○心の強さ，精神力の強さ，何事にも挑戦し続
けるという意味が「強いものは美しい」に込
められているね。私はどうだろう･･･ 

織田幹雄の生き方や考え方を自分の経験と関連
付けながら，多面的に考え始めている。 

織田幹雄の生き方や考え方
について，紹介文を書く。
（下書き） 

○観察眼を生かして，多くの人々に指導し，記
録を伸ばした出来事を入れよう。 

○国という枠組を超えた「世界人」としての生
き方を，エピソードを交え知ってほしいな。 

○読んでもらう人に興味をもってもらうため
には，見出しも工夫した方がいいね。 

織田幹雄の生き方や考え方に対する考えがまと
まり，広がりや深まりが生まれてきている。 

まとめ・創造・表現（４） 

 織田幹雄の研究家からの手
紙を基に，リーフレットに
書く紹介文を見直す。 

○今の紹介文だと多くの事実だけが書かれて
いて，生き方や考え方で伝えたいことが分
かりにくいよ。心の動きも伝える表現を工
夫しながら文章を書くといいね。 

○織田幹雄の生き方だけでなく，自分を振り返
ってどのようなことを学んだかを伝えるこ
とが大切だね。 

○多くの努力では，どんな努力をしたのか伝わ
らないね。具体的に例を挙げて，努力の結
果まで紹介しないといけないな。 

 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■手紙の内容にある「事実を正確に書
いているか」，「生き方や考え方を多
面的に伝えているか」という評価の
視点に基づいて推敲させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■公共施設の設置を事前に連携し，
児童に対し感想や評価などをいた
だくようにお願いをしておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■作品を読み合い，友達の作品の工
夫を見付け，作品の評価を付箋に
記入させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■作品，公共施設の方や友達からの
評価，ノートなどを基に本単元の
学習を振り返らせる。 

■課題の設定の時に立てた「学びの
モニタリング」の視点で，育成し
たい資質・能力である【主体性】
【思考力】【自己理解】や教科の力
について自己評価を行わせる。ま
た，学び方や成長したことや次へ
の目標などについても振り返らせ
る。 

 

 児童は，多くの人に海田町出身の織田幹雄の偉大さを知ってもらいたいという願いをもち，複数の資料を
読んでいく中で織田幹雄に対する思いを深めた。当初は，織田幹雄の生き方を陸上競技の勝者という一面か
らしか捉えていなかったが，人との出会いや挫折などの出来事と関連付け，織田幹雄の生き方や考え方を多
面的に捉えた。リーフレットにまとめる中で，読み手を意識して見出しを工夫したり全体の構成の効果を考
えたりして書くといった教科で付けたい力が高まったと捉えている。育成したい資質・能力については，「織
田幹雄は，多くの人に出会うことで陸上の世界に導かれました。人との出会いはお互いの人生に影響をあた
えることが分かりました。わたしも人との出会いを大切にして成長していきたいです。そして，わたしに出
会ってよかったと思ってもらえるような人になりたいです。」という振り返りに代表されるように，織田幹雄
の生き方を多面的に捉え自分の経験を重ねて考えることで，より深く自己を見つめ，自己理解の力を高める
ことができた。 

【児童生徒の変容】 

実行（※授業時数に含めない） 

 

見出しや紙面の構成を考え
ながら，紹介リーフレット
を仕上げる。 

多面的に織田幹雄の生き方や考え方を捉え，自
分との関わりの中で考えている。 

○これまでのリーフレットづくりでの割り付
けの仕方等の学習が活かせるね。 

○３回オリンピックに出場したことが分かる
ように，年表にも色を付けて工夫しよう。 

○織田幹雄の生き方が詰まった「努力の結晶」
という見出しにすると，読む人が興味をもっ
てくれるかな。 

○当時の練習の様子が分かる写真を表紙に使
うと，今の様子と違うことも分かるね。 

相手意識を明確にして，織田幹雄の紹介リーフ
レットを仕上げ，実行への意欲を高める。 

振り返り（２） 

 

各自が作成したリーフレッ
トを町内の公共施設やイベ
ント等で配布する。 

○リーフレットを作るのに苦労したけど，織田
幹雄について多くの人に知ってもらえてよ
かったな。 

○公共施設の人たちも，海田町出身の織田幹雄
のリーフレットを配布できることを，とて
も喜んでくれていたな。 

実行したことへの達成感をもちながら，本単元
の学びを振り返り始めている。 

完成したリーフレットの交
流を行う。 

○織田幹雄は，歌舞伎や推理小説も跳躍へ結び
付けるほど陸上に対して熱い思いがある人
だったね。 

○友達の作品を読むと，自分とは違う織田幹雄
の生き方や考え方が発見できるよ。 

○紹介する出来事が同じでも，織田幹雄から学
んだことはそれぞれ違っているね。 

学んだことを紹介する楽しさや喜びに気付きな
がら，織田幹雄に対する見方を深めている。 

自らの学びを振り返る「学
びのモニタリング」を行う。 

○多くの資料を読んだり考えたりすることは
簡単なことではなかったけど，みんなで何
度も考えたことはとても楽しかったね。 

○織田幹雄のように，自分を信じて何事にも挑
戦していきたいな。 

○「海田町に息づく」とは，海田町に住んでい
るぼく達が学習をして，自分の生き方に取
りいれていくことなんだね。 

○これからも，色々な方法で織田幹雄のことを
紹介していきたいな。 

自らの学びや学び方を振り返りながら，伝える
価値や楽しさに気付き，より深く自己を見つめ
ようとしている。 

【国語】「リーフレットで報告しよ
う，ぼくたち・わたしたちの『凛々
子大作戦！』」の学習を想起させ，
リーフレットの割り付けを工夫し
たりキャッチフレーズを付けたり
して特徴を表し，全員の言語活動
を充実させる。 

再度資料を読み直し，必要
な情報を収集し，紹介文の
文章を加筆修正する。 

○「世界人」だけでなく，「人間的な弱さ」も
紹介すると，織田幹雄のさらなる魅力が伝わ
ると思う。もう一度その視点で資料を読んで
みよう。 

○心の動きが分かるような表現を入れるため
の表現を加えよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
写真と文章を対応させながら段落相互の関係や中心となる語や文を捉え，段落相互の関係を考えながら読むことが

できるとともに，相手と目的に応じて材料を選び，書こうとすることの中心を明確にし，写真と文章を関連させなが

ら書くことができる力を身に付ける。 

 

◆単元の展開（全 15時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■神楽協議会会長からのビデオレタ
ーという形で，児童に依頼を提示
する。 

 
 
■神楽の全体の写真と部分の写真を
提示する。 

■事前に集めたリーフレットを教室
に配置しておき，「写真」「文章」
「手に取りやすい」といった条件
を満たすものとして児童が自ら選
択し，作成物のイメージをもてる
ようにする。 

■ちらし等も例示できるようにして
おき，文字による情報量の違い等
に目を向けさせる。 

 
 
■複数のリーフレットを比較させな
がら，写真の提示の仕方に目を向
けさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■ゴールに向けてどのような活動が
必要か，児童自身が考えることに
より，学習を創っていく意識をも
たせるとともに，相手意識や目的
意識を明確にさせる。 

 

国語 第４学年 育成を目指す資質・能力 【知識・情報活用能力】【協働性】【自己肯定感】 

   

 

 

神楽紹介リーフレットを作ろう 
教材文「アップとルーズで伝える」 

単
元
名 

【単元の概要】 
児童は，神楽に携わる地域の方からの依頼をきっかけに，神楽の魅力

を多くの人に伝えたいという意欲をもちます。写真と文章で分かりやす
く説明できるものとしてリーフレットを素材に選び，教材文を通して，
伝えたいことの中心を明らかにすること，写真と文章の対応など説明の
仕方の工夫を学びます。それらを生かして，神楽の魅力を紹介するリー
フレットを作成します。 

学習指導要領における領域・内容  

Ｂ 書くこと ウ 

Ｃ 読むこと イ 

他教科等との関連 

道徳の時間 

安芸高田市立美土里小学校 パイロット校 
〒731-0612 安芸高田市美土里町本郷4535-2 
電話 0826-54-0047 

 

地域の方からの「東京公演
で，神楽のことをよく知ら
ない人に神楽の魅力を紹介
するものを作ってほしい」
という依頼を受け，伝えた
い魅力について話し合う。 

○美土里の神楽を東京で紹介するんだって。 
○どんなものを作って配ったらいいかな。 
○私は，衣装や早変わりのことを伝えたいな。 
○立ち合いの場面やオロチの登場も迫力があ
るよね。 

○道徳の時間に会長さんの話を聞いて，神楽に
対する熱い思いが伝わってきたね。神楽の魅
力をたくさんの人に知ってもらいたいね。 

依頼をきっかけに，神楽には様々な魅力がある
ことを改めて感じる。 

課題の設定（1） 

 

○「アップとルーズで伝える」でリーフレット
に使える説明の仕方の工夫を見付けたいな。 

○神楽の魅力を調べたり写真を集めたりしよう。 

○神楽のことをよく知らない人だったら，神楽
ってこういうものだっていう全体の説明が
いるよね。 

○写真と説明で伝えたらいいよ。 
○配るんだったら，ちらしやパンフレットがい
いかな。 

○リーフレットなら，パンフレットよりページ
が少ないよ。初めて知る人に伝えるには，あ
まりページが多くない方がいいよ。 

教科書教材を使って学習する意味を実感する。 

条件に合う素材としてリーフレットを選び，ゴ
ールとなる作成物のイメージをもつ。 

【道徳の時間】 

神楽を題材とした資料（「神楽の

里で」）を扱い，ゲストティーチ

ャーの神楽協議会会長に，伝統芸

能「神楽」に対する思いを聞く機

会をもつ。 

学習計画を立てる。 

神楽の魅力をどのような方
法で伝えるか考え，教材文
の学習と結び付くことに気
付く。 

○リーフレットには，アップで撮った写真や遠
くから撮った写真などが使われているね。 

○アップという言葉が教科書にのっていたよ。 
○アップとルーズの写真をどういうふうに使
ったらいいのかな。 

○『アップとルーズで伝える』で勉強したこと
がリーフレットに使えそうだね。 

今後への見通しをもつ。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■写真と文章の関係に注意し，段落
相互の関係を考えながら筆者が伝
えたいことを読み取らせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■分かりやすく説明するための技を
まとめておくことで，作成の際に
チェックリストになったり，他教
科や他単元の学習にも生かせたり
することを意識させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■必要な情報を求めて試行錯誤する
時間を確保することで，自分の欲
しい情報がない場合にどうすれば
よいのか，一つの情報だけを抽出
してよいのか等を判断する力を養
う。 

■伝えたい内容が同一の児童同士に
よる情報交換の場を設定すること
で，必要感の高い交流の場の価値
を実感させる。また，自分とは異
なる内容を選んだ児童とも適宜交
流することを通して，必然的に友
達にとって必要な情報についての
アンテナも高くなる。自分が情報
を得るだけでなく，情報を提供す
ることの意義を自然と感じさせる
ことで，協働的な学びにつなげる。 

■神楽に関わる事前アンケート（「神
楽を観たことがあるか」「神楽に興
味があるか」等）を通して把握し
た実態を基に，情報収集に関わる
支援を行う。 

 

○写真と文章を使って，「アップ」と「ルーズ」
の対比がはっきり分かるようにしているん
だな。 

○それぞれの段落の内容や役割を考えること
で，段落と段落がつながり合って文章がで
きていることが分かってきたよ。 

○カープの優勝を伝える新聞でも，選手の喜
びを伝えるときは選手の表情のアップを使
うし，観客の喜びを伝えるときは，観客席
全体のルーズの写真を使っていたね。 

○伝えたい内容に合わせてアップかルーズか
を選択することが大事なんだね。 

○写真について，文章でくわしく説明すると
いう工夫は，リーフレット作りに使えそう
だな。 

教材「アップとルーズで伝
える」から筆者の説明の工
夫を読み取る。 

情報の収集（４） 

 

整理・分析（１） 

 

リーフレットにのせたい内
容を決め，取材する。取材
したことを取材カードにま
とめる。構成と伝えたい内
容を考えながら，アップと
ルーズの写真を選択する。 

インタビューをしたり，神楽が紹介された本を
利用したりしながら，課題に対する意欲を継続
させ，粘り強く情報収集している。 

リーフレットを作成するという目的に向かっ
て，進んでリーフレット作りに生かせる筆者の
工夫を読み取っている。 

○教材文や本物のリーフレットから見付けた
「分かりやすく説明するための技」をまと
めよう。 

○リーフレットを作るときに，チェックリス
トにもなるね。 

○伝えたい内容に合わせて「アップ」と「ル
ーズ」の写真を選ぶことは絶対いるね。 

○写真と対応させた文章を書くことが大事だ
よ。 

○具体的な例をあげると，読む人が分かりや
すいんだったね。 

○問いかけや呼びかけも，うまく使いたいね。 

○安芸高田の神楽の特徴って何だろう。 
○協議会の会長さんに神楽資料館を案内して
もらったり，インタビューさせてもらった
りしたので，伝えたい魅力の情報がもっと
くわしくなったよ。 

○神楽のことをよく知らない人に，神楽って
こういうものだということを伝えるには，
アップよりルーズの写真で，神楽の雰囲気
を伝えた方がいいね。 

○私は，地域の神楽団の人に小道具の話を聞
いてきたよ。小道具を持って舞っているル
ーズの写真と，その小道具のアップの写真
を使ったら，魅力が伝わりやすくなるね。 

 

筆者の説明の工夫の蓄積を
基に，リーフレットに生か
したいことを「とらの巻」
にまとめる。 

見付けた技の中から選択して，自分が作成する
リーフレットに生かしていこうという意欲を
高めている。 

情報の収集（３） 

 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■ワークシート（組み立て表）に自
分の書きたい情報を整理していく
ことで，伝えたい内容の中心を明
確にすること，書く順序を吟味す
ること，その内容と写真が対応し
ているかどうか等を吟味すること
につなげさせる。 

■「相手に伝えることで自分の考え
を整理したり見直したりする」「相
手に助言する」など，学び合いの
目的を明確にすることで，なぜ学
び合うのかという目的を自覚しな
がら児童が活動を進めていけるよ
うにし，学び合いの効果を発揮さ
せる。 

 
■国語科としての指導事項が定着す
るよう，リーフレット作成の目的
や記述の内容，表現の工夫につい
て十分に理解させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■いただいた助言を基に，その課題
を改善するためにはどうしたらよ
いか考えることで，「実行」の場面
をより実生活につなげていく。 

 
■（実行）作成したリーフレットを
「あきたかた神楽東京公演」で配
布していただく。 

 
 
 
 
 
 
 
■東京公演での配布の様子を画像で
見せたり，関係者の評価を伝えた
りすることで，自己有用感をもた
せる。 

■本単元で身に付けた力や，資質・
能力の発揮を自覚しやすくするた
め，【知識・情報活用能力】，【協働
性】，【自己肯定感】の３つの視点
から学びを振り返らせる。 

 

 地域の伝統芸能である神楽の継承に力を尽くしている方からの依頼に応えてリーフレットを作成し，それ

を東京公演という大きな場で配布していただくという活動を通して，児童は，神楽の魅力を伝えるための一

端を担うことができたという実感をもつことができた。それは，「自分達の力が地域の方の役に立ってうれし

い」，「これからももっと美土里の神楽の魅力を伝える方法を考えていきたい」といった単元の振り返りカー

ドの記述からも，既有経験や知識・情報を活用する力，友達と協力しながら課題の解決に向かう力，自己肯

定感の高まりがうかがえる。 

また，リーフレットの作成というゴールの課題が明確であり，書くために読む，書くために聞く，書くた

めに話し合うというように，単元全体の課題となる言語活動と，本時の学習活動の一つ一つが結び付くよう

に単元を構成することで，何のために教科書で学習するのかという必然性が生まれ，意欲の向上，継続につ

ながっていた。この単元の前に，総合的な学習の時間に書いた新聞と比較しても，目的に応じて写真や書く

材料を選び，伝えたいことの中心をはっきりさせて，段落構成を意識しながら，書く力の向上が見られる。 

【児童生徒の変容】 

文章の組み立て表を活用し
ながら全体の構成を考え
る。 

○組み立て表に情報を整理することで，書き
たいことの中心がはっきりしてきたよ。 

○アップとルーズの写真を効果的に使って，
分かりやすいリーフレットにしたいな。 

○使う写真を迷っていたけど，友達がアドバ
イスをしてくれたので，内容に合わせて決
めることができたよ。 

○衣装の意味やかっこよさを伝えるためには
どんな構成にしたらいいかな。 

目的に応じて，書きたいことの中心をはっきり
させることで，より分かりやすい文章になるこ
とを実感している。 

整理・分析（２） 

 

まとめ・創造・表現（３） 

 

振り返り（１） 

 

○「とらの巻」にまとめた説明の技を振り返り
ながら書いたので，勉強したことが生かせた
よ。 

○Ａ君は，写真と伝えたいことを対応させなが
ら書けているな。 

○教科書で勉強したことを生かして，書きたい
ことの中心をはっきりさせながら書く力が
ついたよ。 

○説明の仕方を工夫して，文章と写真を対応さ
せて書くことができた。これからも，この力
を使っていきたい。 

○自分達のリーフレットで，神楽の魅力を東京
の人に伝えられてうれしい。 

神楽の魅力を，より多くの人に分かりやすく伝
えたいという思いが高まる。 

単元で身に付けた力や発揮
した資質・能力について振
り返る。 

説明の工夫を生かしながら
リーフレットを作成する。
作成したリーフレットを友
達と読み合い，文章の間違
いを修正したり，よりよい
表現に書き直したりする。 

神楽協議会や，商工観光課
の方に見ていただき，助言
を受けることを通して，よ
りよいリーフレットになる
よう加筆・修正を行う。 

○リーフレットを手に取ってもらうためには
表紙や裏表紙の工夫も大切だね。おすすめ
の衣装を表紙にかいてアピールしたいな。 

○商工観光課で見せてもらったリーフレット
みたいに，裏表紙に安芸高田市の地図や神
楽門前湯治村の住所を入れたらどうかな。 

○美土里小学校の住所や電話を書いておいた
ら，リーフレットを読んだ人の感想が届く
かもしれないね。 

 
より質を高めるためには，外部の方をはじめ，
様々な視点からの助言をいただくことの大切
さに気付く。 

自分の学びを自覚し，地域の方のために役に立
つことができた自分自身に気付く。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
意見と理由を区別して聞き取り，複数の人の発言の共通点を見付けて整理することに意欲的に取り組もうとする。話 

し手の意図を捉えながら聞き，複数の人の発言の意見と理由の共通点や相違点を聞き取ることを通して，文や文章にはい

ろいろな構成があることを理解し，話の聞き方について自分の成長を自覚し，自信をもつことができる。 

 

◆単元の展開（全５時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
■（事前の取組）児童会から全校の
あいさつを向上させるための方法
を５年生に提案してもらうよう，
５年生の学級代表を通じて依頼し
てもらっておく。 

 
 
 
■事前に話合いの実態調査としてア
ンケート調査を行っておき，話合
いがうまくいかないと思っている
児童の割合やその理由等を把握し
ておく。 

 
 
■授業中に，児童から話合いの問題
点が出にくい場合は，事前アンケ
ートの結果を提示し，日頃の話合
いでうまくいかない点を想起させ
た上で，問題点を発見させる。 

 
 
■「聞き方の問題を解決する方法は
何がありますか。」という発問で
は，教師が意図している調査方法
に関する回答は児童から得られに
くい場合がある。そのため，「聞き
方のテクニックやコツについて調
べるにはどのような方法がありま
すか。」と発問することで，調査方
法に関する回答を得やすくなると
考えられる。 

■単元末に再度話合いを行うことを
確認し，学習の見通しをもたせる。 

国語 第５学年 育成を目指す資質・能力 【思考力・表現力】【自分への自信】 

   

 

 

児童会に“あいさつ向上計画”を提案しよう。 

 話す・聞く 意見と理由を聞き取ろう 

単
元
名 

【単元の概要】 

単元の導入では，児童会からの依頼を受けたあいさつ向上に関する話

合いを行います。その中で，児童は聞き取る力に問題があることを発見

し，問題の解決方法を考え，教科書で学習を進めます。単元の最後は，

もう一度，児童会からの依頼を受けた話合いをして，自分の聞き取る力

の変容を確かめ，実際に児童会にあいさつ向上計画を提案します。 

学習指導要領における領域・内容  

Ａ話すこと・聞くこと エ オ 

他教科等との関連 

特別活動（児童会活動） 

尾道市立土堂小学校 パイロット校 
〒722-0032 尾道市西土堂町 6-44  
電話 0848-23-3921  

 

課題の設定（1） 

 
【特別活動】児童会でのあいさつ

運動を想起させる。 
依頼された話題で話し合
う。 

○あいさつをする人としない人がいるね。代
表委員会で児童会から話があったそうだ
よ。 

○６年生の力になってあげたいけど，僕たち
の話合いは色んな意見が出て，まとまらな
いね。何を提案したらいいんだろう。 

実生活の話題で話し合うことに対して意欲を
高めているが，うまくいかないと感じている。 

話合いでうまくいかなかっ
た点とその原因を考える。 

○話合いの中で，意見を言いっぱなしにな
って決めたいことがなかなか決まらなか
ったり，同時に違う意見を言ったりして
困ることが多いよ。 

○言い終わっていないのに自分の意見を言
う人がいたり，つながらない意見を言う
人もいたりするよね。 

○アンケート結果をみると，どうやら，僕
たちの話合いがうまくいかない原因は話
の聞き方に問題があるみたいだね。 

実際に話合いをして，話合いがうまくいかな
い原因を考えることで，話の聞き方について
の問題意識を明確にもち始めている。 

どんな聞き方をすればいい
のだろうという問いをも
ち，聞き方について調べる
方法を考える。 

○話の聞き方のコツってどんなのだろう。 
○調べる方法は，本や教科書，インターネッ
ト，上級生に聞くなど色々あるね。 

○みんなで調べるときは教科書を使おう。 

話の聞き方のコツを調べるために，多様な方
法を挙げ，その中から教科書を使った解決方
法を全員の共通手段としている。 

事前のアンケート結果と関
連付け，聞き方に問題があ
ることに気付く。 

 話の聞き方を身に付け，あいさつ向上計画の提案をしよう。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
■始めに教科書 P43を音読させ，学
習内容の大体を把握させおき，そ
のあとで，教科書を伏せて実際に
教師の範読を聞きながら，メモを
書くという流れで学習の見通しを
もたせる。 

 
■手のひらサイズの付箋紙を配付
し，意見と理由を区別しながらメ
モを書くよう伝える。このことで，
共通点を見付ける学習につなげ
る。 

 
■メモを書いた後，教科書を開いて
教科書の事例で答え合わせをさせ
ることで，二つのメモを比較する
必然性を生じさせ，できるだけ短
い言葉で要点のみメモを書くこと
の大切さに気付かせる。 

 
■聞き手だけでなく，話し手も意見
と理由を明確にして話しているこ
とに気付かせ，話すときも意見と
理由を意識して話すことが大切で
あることに気付かせる。 

 
■始めに教科書 P44 を音読させ，学
習内容の大体を把握させおき，そ
のあとで，教科書を伏せてメモを
見比べながら共通点を考え，見出
しを立てるという流れで学習の見
通しをもたせる。 

■共通点が見付かった付箋紙を１ヶ
所にまとめて見出しを立てたり，
付箋紙が不足した場合はノートに
メモ書きをして見出しを立てたり
するよう伝える。 

 
 
 
■個人でまとめたものを持ち寄って
グループで交流させることで，共
通点のまとめ方や見出しの立て方
が多様であることに気付かせる。 

■グループで交流した共通点や立て
た見出しを発表させ，それらのよ
さやおもしろさを発表させること
で，互いの違いや多様な考えを認
め合い，建設的に話し合うことの
よさを実感させる。 

 
■話合いの過程で新しい案（意見）
を創造させることで，意見をまと
めたり収束させたりする話合いの
楽しさを感じさせる。 

 
■意見を収束させる手法は教科書に
は記載されていないが，実際の話
合いでは重要な過程であるため，
ここで指導しておく。 

 

 

 

 
 
 

 

情報の収集，整理・分析（２） 

 
教科書 P43（東京書籍）を
読み，意見と理由を聞き分
けながらメモを書く手法を
知る。 

○話合いを上手に進めるためには，その人の
意見だけでなく，理由にも目を向けて聞く
ことが大切なんだな。 

○メモを書くときは，意見と理由を分けてメ
モすると分かりやすくなるね。 

生活上の問題を解決するために教科書の内
容を読み，聞き方の手法を理解しようとして
いる。 

教科書 P44を読み，意見や
理由の共通点を見付けて見
出しを立てる手法を知る。 

○話す人によっては，理由を先に話す人が
いるから，実際に聞き取りをしてみると，
意見と理由をきちんと区別して聞いてメ
モを書くのは難しいな。 

○３人の人の理由を比べると共通点が見え
てきたよ。今度から意見が上手にまとめ
られそうだな。 

教科書の事例を基に聞き取りを行ってみる
ことで，自信をもち始めている。また，単元
末の話合いに期待をもち始めている。 

教科書 P43の教師の範読を
聞き，意見と理由を聞き分
けながらメモを書く。 

○共通点に目を付けて意見をまとめて，そ
の後に見出しを立てるのは難しいときも
あるね。 

○でも，色々な意見や理由の共通点を見付
けて見出しを立てていくと，実際の話合
いのときには，上手に意見をまとめてい
くことができそうだよ。 

共通点を基に見出しを立てる手法が，実際の
話合いで意見を収束させる手段として生か
せることを認識し始めている。 

教科書 P44を参考にして共
通点を見付けて見出しを立
て，グループで交流する。 

○自分が立てた見出しとは違う人がいたよ。
人によっていろいろな共通点のまとめ方
や見出しの立て方があるんだな。 

○友達が発表した見出しの中にも，さらに共
通点を見付けることもできたよ。こうやっ
てまとめていくといいのかな。 

考え方の違いを認め合い，多様なまとめ方が
あることに気付いている。 

まとめた中から新しい案
（意見）を創造する。 

○「音読」と「音楽劇」の共通点は，どち
らも「音」なので，これをまとめると，
例えば，お年寄りとの交流会では「音楽
を取り入れた音読劇」をしたら，どうか
な。 

○共通点でまとめていく話合いをすれば，
みんなの意見が大切にされるから，みん
なが納得できるんだな。 

○この方法を実際の話合いで使って，児童
会にいい提案をしたいな。 

まとめた中から新しい案（意見）を創造し，
実際の話合いでも生かそうという意欲を高
めている。 

【特別活動】学級会や日常生活で

の話合いにも生かせることに気

付かせる。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
■授業の導入で，単元のゴール（単
元末の児童の依頼を受けた話合
い）を想起させてから，本時の主
活動に向かわせる。 

 
■手のひらサイズの付箋紙を配付
し，既習事項を活用（意見と理由
を区別）しながらメモを書くよう
伝える。 

 
■共通点が見つかった付箋紙を１ヶ
所にまとめて見出しを立てたり，
付箋紙が不足した場合はノートに
メモ書きをして見出しを立てたり
するよう伝える。 

 
■話合いの過程で新しい案（意見）
を創造させることで，意見をまと
めたり収束させたりする話合いの
楽しさを感じさせる。 

 
■実際の話合いでは，話合いを建設
的に収束させるために，既習事項
のように意見や理由の共通点に着
目することを伝える。 

 
 
■第１時と同じ話合いを行わせ，自
分の聞き方の問題が克服できてい
ることや，意見や理由の共通点か
ら新しい代案を創造できるように
なったことを実感させる。 

 
 
 
 
 
■授業の振り返りでは，話の聞き方
に関する自分の成長や今後の課題
等について，自己評価させて記述
させる。 

 

 

単元のはじめでは，話合いで人の話を聞いたとき，意見と理由をメモしていた児童は全体の６％のみであ

り，94％の児童が意見のみメモを書いていた。このことから，ほとんどの児童が意見と理由を意識して話を

聞く力が十分身に付いていなかったことが分かる。しかし，単元内において，教科書の事例を参考に，実際

の話合いを想定しながら人の話を聞き，意見と理由を付箋紙に書いたり共通点から見出しを立てたりする学

習を行った結果，98％の児童が意見と理由を適切に聞き取り，メモを書くことができた。また，複数の意見

や理由の共通点を見出し，話合いを収束させるための代案を考えることができた。以上の姿から，児童は話

し手の意図を捉えながら聞き，複数の人の発言の意見と理由の共通点や相違点を聞き取る力を身に付けてい

ることから，思考力・表現力が高まっていると捉えている。 

さらに，単元末に行った“児童会のあいさつ向上計画”に向けた話合いでは，前述の成果の他に，付箋紙

がなくてもノートに自分なりに共通点をまとめる方法を創造した児童もおり，本単元で習得した聞く力を活

用し，発展させていく児童の姿を見ることができた。このことは大きな成果である。 

単元途中での振り返りでは「共通点でまとめれば，みんなが納得し，話合いが成立すると思いました。」，

「今度は話合いが上手にできそうだ。」と記述した児童が多くおり，学習の目的を明確にして学習していたこ

とが分かる。このことで，単元末には 100％の児童が「意見と理由を区別して聞く力が付いた。」，「話合いで

反対するだけなく，新しい意見を出し合うようになった。」と記述していることから，自分への自信が高まっ

ていると捉えている。 

 

 

【児童生徒の変容】 

実行，振り返り（１） 

 

【特別活動】児童会にあいさつ向

上計画案を提案する。 

○みんなの意見をよく聞いて共通点を見付
けて見出しをつくると，意見がまとまって
くることが分かった。 

○見出しを基にして新しい案（意見）を出し
合うと，みんなの意見を生かした話合いに
なることが分かった。 

共通点を基に意見をまとめながら話合いを収
束させる手法について理解している。 

教科書 P256，257の事例を
基に，実際に話合いを行う。 

既習事項を活用して，第１
時と同じ話題で，再度，話
し合う。 

自分の成長や学習の仕方を
振り返る。 

○意見と理由を聞き取ることができるよう
になったよ。 

○意見や理由の共通点を見つけながら話し
合うことができるようになったよ。 

○「劇であいさつのよさを伝える」という計
画は，みんなの考えが生かせてるね。 

学習前は，意見を反対し合うことが多く，
なかなか意見がまとまらなかったが，学習
後は，意見と理由を聞き取って共通点をま
とめることで，互いの意見を尊重し，話合
いを収束させることができるようになった
ことを実感している。 

まとめ・表現（１） 

 
教科書 P256，257を書く。
その後，共通点を見付けて
見出しを立てる。 

○前よりは，意見と理由を区別してメモでき
るようになった。 

○共通点でまとめたり内容に合った見出し
を立てたりするのが難しいので，これから
の目標にしたい。 

以前と比べて話の聞き方が向上したと実感
できているが，まだ意見と理由を区別して聞
いたり，共通点を見つけたりすることに課題
を意識している児童もいる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元の目標 
教材文から様々な読みの課題を設定し，その解決を目的に，事実と感想，意見などとの関係を捉えながら文章の内容

を的確に読み取り，筆者の考えと比べながら自分の考えを明確にもつことができる。文や文章には色々な構成がある

ことについて理解する。 

◆単元の展開（全７時間） 

学習過程 児童生徒の思考の深まり 指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
■「時計の時間と心の時間」を読む
前に「笑うから楽しい」の説明文
を扱うことを通して，読み方を学
ぶ場を設ける。 

■課題設定のために，日常生活と題
名とのズレから疑問を引き出す。 

■疑問を生じさせることで課題意識
をもちやすくし，国語科のねらい
に迫る課題発見へつなぐ。 

 
 
 
 
 
 
■自分の考えの変容を自覚できるよ
う，最初の読みの段階で納得度を
パーセンテージに表しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■主張，双括型の説明文であること，
段落の役割を児童がつかんでいる
か児童の発言により確認する。 

■これまでの「見立てる」や「生き
物は円柱形」の学習を基に，筆者
の主張が書いてある段落を探せば
よいことに気付かせる。 

■主張と関連させ，題名に仕掛けを
した筆者の意図についての考えを
引き出す。 

 

国語 第６学年 育成を目指す資質・能力   【実践的思考力】 

   

 

 

筆者の考えに対する自分の考えを述べよう「時計の時間と心の時間」 
 

単
元
名 

【単元の概要】 

本学習材において筆者は，「『心の時間』を頭に入れて，『時計の時間』

を道具として使うという，『時間』と付き合うちえ」が必要だと主張して

います。この主張に説得力をもたせるための，題名，事例の挙げ方，双

括型の構成，かぎの使い分け等の書きぶりの工夫に着目しながら，読み

の課題を解決し，読み方を創造していきます。 

学習指導要領における領域・内容  

Ｃ読むこと ウ 

他教科等との関連 

理科，特別活動 

府中市立国府小学校 パイロット校 
〒726-0013 府中市高木町 617 
電話 0847-45-2059 

 

情報の分析，課題の設定，情報の収集（１） 

日常生活と題名「笑うから
楽しい」とのズレから，読
みの課題を設定する。 

音読をし，筆者の考えに対
する納得度をパーセンテー
ジで表し，交流する。 

筆者が書いた文章の中で，
一番大切な段落はどれか考
え，選択し，主張を踏まえ
て，題名に込めた筆者の意
図を探る。 

題名が「楽しいから笑う」ではないのは，なぜだろう。 

○ふだんは楽しいことがあるから笑うよね。こ
の題名は，僕たちと反対のことを言っている
よ。どうしてかな。 

○本文を読んでみようよ。そしたら納得できる
かもね。 

○筆者が一番言いたいことは何だろう。 
○これまでも大事な段落を探して筆者の考え
を読みとってきたよね。 

○大事な段落を探してみようよ。 
○④段落。筆者がこの説明文で伝えたいこと
がまとめてあるから。 

○①段落。「体の動きと心の動きは密接に関係
している」とはっきり言い切っているから。 

○「心の動きが体の動きに表れるのと同様に，
心の動きも心の動きに働きかける」という
ことを意識して欲しいからこそ，題名にし
かけをつくったのだと思う。 

○納得度は 60％。体の動きが心の動きに働き
かけるって本当かな。 

○納得度は 90％。友達と笑っている時に，何
でもないことまで楽しく感じたことがある
から，筆者の言っていることが何となく分か
るなあ。 

筆者の考えを知り，それに対する自分の考え
を，経験と重ねて疑問をもちながら表現してい
る。 

自分の中にある概念とのズレから読みの課題
を発見しながら読み進めている。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■事例の書きぶりに着目して，事例
の役割や効果を確かめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■納得度がどのように変容したか説
明することを通して，思考がどの
ように変わったかを言語化させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■「笑うから楽しい」で学んだ読み
方を活用して，筆者の言いたいこ
とを学習材から読み取る読み方を
習得させることを目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報の分析，課題の設定，情報の収集（１） 

なぜ題名に「」がついていないのだろう。 

整理・分析，まとめ（１） 

事例の書きぶりから，筆者
の説明の仕方の工夫に迫
る。 

筆者は「心の時間」の方が
重要だと主張しているのか
どうかを考え，交流する。 

題名「時計の時間と心の時
間」に着目したり，繰り返
されている言葉を数えたり
し，数の違いをきっかけに，
読みの課題を設定する。 

納得度の変化とその理由を
書き，交流する。 

○筆者は「心の時間」を特に読者に伝えたか
ったと思う。事例が四つあるけど，全て「心
の時間」について書いてあるから。 

○賛成。それだけ事例を挙げなきゃ，読者は
「心の時間」について理解できないかもし
れないもんね。 

○でも筆者は，「時計の時間」も大切だって
⑦段落で言ってるよ。しかも①と⑧段落に
「二つの時間と共に生きている」って書い
てるでしょ。だから，題名も「時計の時間」
と「心の時間」の両方を使ってるんだよ。 

○そっか。でも，文中の「時計の時間」と「心
の時間」には「」が付いているのに，何で
題名には「」がついていないの？ 

○筆者の言いたいことは，題名や事例に着目
すればよかったね。まず，題名に着目して
考えてみよう。 

○題名には「時計の時間」と「心の時間」っ
ていう二つの時間が出てくるね。 

○本文には「時計の時間」が９回，「心の時間」
が 17回出てくるよ。 

○ということは，筆者は「心の時間」につい
て読者に伝えたいんじゃないかな。 

○じゃあどうして，題名が「心の時間」じゃ
ないの。 

○ただの「時間」が３回出てくるのも気にな
る。 

○納得度が 120％に上がった。筆者が最後に
読者に語りかけている一文の意味が，事例
と主張を結び付けて考えていくことでよく
分かったから。このように，何を事例に挙
げるかで，説得力のある説明ができると分
かった。 

○事例の挙げ方で納得度が上がった。事例と
主張のつながりが見えると説得力がある。 

○題名や事例に着目すると筆者の主張が見え
てくるし，説得力も感じることが分かった。
次の学習に生かすことができるね。 

○②段落は楽しい気持ちを引き起こす実験で，
やってみると確かに納得できるね。 

○③段落は脳内の血液温度の変化について書
いてあって，実感しにくいけど，頭をアイス
ノンで冷やすと気持ちよくなることと似て
いるのかな。 

読んで気付いたことを交流する中で，自分の考
えが深まったり違う視点にも目が向いたりし，
課題を設定している。 

学習材の内容だけでなく，他の学習材を読むと
きに生かせる視点や話したり書いたりする時
にも生かせる視点に目が向いている。 

事例の書きぶりから，読者が納得しやすいよう
に，実感しやすい事例と科学的根拠のある事例
を挙げていることに気付き，双括型の説明文で
あることとも合わせて工夫について捉えてい
る。 

【理科】理科で用いられる「仮説
を立てる」ということを国語でも
生かし，仮説を立てながら，主張
や文章構成に迫っていく。 



学習過程 児童生徒の思考の深まり 
指導のポイント 
他教科等との関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■課題と向き合った時に，何をどの
ように考えていけば解決に向かう
ことができるのか思考する場を設
け，見通しをもって学ぶことがで
きるように促す。 

 
■自分にぴったりな事例を選び交流
することを通して，段落の役割の
捉えを精緻化する。 

 
■自分の経験と事例を重ねることを
通して，読みを深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■題名をきっかけに叙述を読み返
し，筆者の主張をつかむ。 

 
■自分の日常生活でどのような「ち
え」の使い方をしたらよいか記述
させる。そうすることで，読み取
りの学びだけで終えず，自己の生
き方に生かすことへとつなぐ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■読み取ったことを教科書の中だけ
で終わらせず，筆者の考えに対す
る意見をもたせるとともに，自分
の生活にどのように生かしていく
のか表現させる。 

 

 児童は，題名に着目して読み深めるという読み方で，筆者の主張に迫ることができた。また，多様な意見

や解釈を出し合う中で，根拠を見付けたり自分の生活と置き換えたりしながら自分たちなりの答えを導き出

す道筋を見いだそうとする姿が見られた。さらに，「時計の時間と心の時間」という文章に込められた筆者の

考えを受け止め，自分の生活にどのように生かせばよいかという「時間と向き合うちえ」を具体化し実行し

ようとする児童の姿から，自己の生き方が深まったと捉えている。 

【児童生徒の変容】 

まとめ・表現，実行，振り返り（１） 

整理・分析，情報の収集（３） 

既習の読み方を基に見通し
をもって，読み進める。 

本文中に出てくる四つの事
例の中で，一番自分にぴっ
たりなものを選び，交流す
ることを通して，段落の役
割を捉える。 

筆者が題になぜ「」を付け
なかったかを，叙述を根拠
に考える。 

筆者像をつかむことを通し
て，文章全体を統合的に読
み深める。 

筆者の主張に対する自分の
意見を表現する。 

○私は筆者の考えに 100％納得。「時計の時
間」を軸としながら「心の時間」に目を向け
て生活をすることで，人間関係をよりよく築
きながら生活を送ることができるから。これ
からは，自分で時間に対する意識を使い分け
ていきたい。 

○筆者は時間という視点から，社会をよりよく
しようと考えている人だと思う。なぜなら，
みんなの「心の時間」を大切にするとともに，
社会を成り立たせるために「時計の時間」も
必要だという考え方をもっているから。 

○「時計の時間」と「心の時間」には「」が
ついているのに，題名についていないのは，
「」を付けると，一つ一つの時間を強調し
て分けることになります。でも，筆者が主
張しているように，「二つの時間と共に生き
ている」から，わざわざ「」を付けて別々
のものにせず，題名にしているのだと思い
ます。自分のペースで楽しむ「心の時間」
も大切だけど，全体のことを考えると「時
計の時間」が大切になります。両方の時間
が大切だと思います。 

○事例１。宿題をしている時とゲームをして
いる時に経験した。 

○事例２。朝起きたときと昼休憩とでは着替
えにかかる時間が違うという経験をした。 

○事例４。友達と大縄跳びを跳ぶタイミング
やテンポが違うという経験をした。 

○事例３の経験がない気がする。 
○四つの事例は全て一文目に特性が書いて
あって，⑦段落につながってるよ。 

○四つの事例は，読者が「心の時間」に目を
向けることができるように，説得力のある
具体を示す役割をしていると思う。 

○四つの事例は，主張を捉える手がかりの役
割をしていると思う。 

○今後は事例に着目して考えてみようよ。 
○四つの事例に特徴があるから，それについて
読み進めていきたい。事例が分かれば，主張
がつかめるから。そうすれば題名に「」がつ
いていることのヒントもつかめると思う。 

四つの事例の役割を捉え，主張とのつながりを
つかんでいる。 

題名について考えることで，「『心の時間』を頭
に入れて『時計の時間』を道具として使うとい
う，『時間』と付き合うちえ」に着目している。 

【特別活動】筆者の考える「『時間』
と付き合うちえ」について，特別
活動（学級活動，学校行事等）や
異学年と関わった際の経験等を想
起させて考えさせる。 


